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文化政策の概況／芸術文化の振興／国語•著作権・宗務／文化財の
保存と活用

資料 148

平成4年度予算額

5
 

1 知の宝庫一博物館

いの町紙の博物館（高知県）

4 まつり風土記

林家舞楽（山形県）

表2名作シリーズ

群蝶画譜・黄揚羽ほか

表3文化財紹介

大森銀山の町並み

54人・この道

鎌田弥恵

55教育・文化と地域づくり。

大分県玖珠町

58焦点ー文教施策

77私の本棚から

西澤潤一

78ニュースポーツ・レクリエーション

ソフトバレーボール

80ふるさとのうた

斎太郎節

82科学のひろば

国立遺伝学研究所R

84海外教育ニュース

86郷土に生きる教育家群像R

北海道

90ことばの小箱／やさしい教育用語の解説

91読者からのたより／お知らせ

92編集後記

イラスト／赤羽根秀ー・内部敬生・須田膊行



巳
地
域
に
お
け
る
文
化
賑
輿

今
日
、
幅
広
く
国
民
の
間
で

r

心
の
豊
か
さ
を
求

め
、
芸
術
や
文
化
に
対
す
る
関
心
が
か
つ
て
な
い
高

ま
り
を
見
せ
、
ま
た
芸
術
文
化
悶
係
者
の
み
な
ら
ず

企
業
等
に
お
け
る
文
化
振
興
の
意
欲
も
こ
れ
ま
で
に

な
く
盛
り
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化
に

お
け
る
個
性
豊
か
な
国
家
と
し
て
国
際
社
会
に
確
固

た
る
地
位
を
固
め
て
い
、
こ
と
炉
我
が
国
の
発
展
に

と
っ
て
不
可
欠
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
我
が

国
古
来
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
つ
つ
、
優
汎
た
芸
術

文
化
の
創
造
。
発
展
を
図
り
、
そ
の
成
果
を
積
極
的

に
海
外
に
発
信
し
つ
つ
、
文
化
を
通
し
た
国
際
貢
献

を
図
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
い
る

C

文
化
庁
と
し
て
は
f
こ
う
し
た
基
本
的
立
場
か
ら

「
芸
術
文
化
の
振
興
」
、
「
文
化
捩
巽
の
た
め
の
人
材

養
成
・
確
保
」

r

「
文
化
財
の
保
存
修
理
事
業
等
の
拡

充
」
、
~
「
文
化
財
の
あ
る
豊
か
な
生
活
の
淮
進
」
、
「
文

ー

術
活
動
に
対
す
る
助
成
を
強
化
し
、
芸
術
水
単
の
同

上
に
努
め
て
き
た
。

特
に
平
成
四
年
度
に
は
、
民
間
企
業
等
の
協
力
を

得
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
等
の
分
野

の
優
れ
た
舞
台
芸
術
公
演
を
支
援
す
る
「
芸
術
活
動

の
特
別
推
進
慕
業
」
を
拡
充
す
る
こ
と
と
し
、
公
漢

数
の
増
加
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
‘
―
-
]
世
紀
に
向
け
て
、
次
代
を
担
う
芸
術

家
の
養
成
、
砿
保
か
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、

芸
術
家
の
養
成
、
研
修
に
関
す
る
施
策
と
し
て
‘
我

が
国
の
若
手
芸
術
家
の
国
内
や
海
外
に
お
け
る
研
修

の
様
会
や
、
海
外
の
若
手
芸
術
家
に
我
が
図
て
の
研

修
交
流
の
機
会
を
提
供
す
る
「
芸
術
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ

プ
]
を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
四
年
度
に
お
い
て
は
、
研
修
員
の
増
員
の
ほ

か
、
新
た
に
派
遣
期
間
を
三
年
間
と
す
る
長
期
の
在

外
研
修
制
度
を
創
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
映
画
芸
術
の
拠
点
と
し
て
、
東
京
同

立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
充
実

す
る
こ
と
と
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
映
画
フ
ィ
ル
ム
収
集

事
業
優
秀
映
画
鑑
賞
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
、

国
際
映
画
シ
ン
派
ジ
ウ
ム
等
の
開
催
及
び
映
画
フ
ィ

ル
ム
斃
備
等
の
諸
事
業
を
引
き
続
き
椎
進
す
る
。

な
お
、
同
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
は
平
成
三
年
秋
に

新
営
工
事
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

最
近
、
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
文
化
の
継
承
や
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
新
し
い
文
化
の
創
造
な
ど
を

通
し
て
地
域
の
活
性
化
を
脳
ろ
う
と
す
る
動
き
が
活

文
化
政
策
の
概
況

術
文
化
振
興
の
詰
条
件
を
整
え
る
た
め
の
施
策
の
推

進
を
医
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
元
年
八
月
に
は
、
~
文
化
庁
長
官
の
私

的
諮
問
機
関
と
し
て
芸
術
家
、
経
済
界
の
代
表
、
学

識
経
験
者
等
か
ら
な
る
文
化
政
策
推
進
会
議
（
会
長
[

坂
本
朝
一
・
元

N
H
K
会
長
）
を
設
置
し
、
新
た
な

視
点
の
下
に
文
化
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
現
在
、
文
化
振
興
の
た
め
の
総
合
的
な
施
策
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
が

r

当
面
緊
急
に

対
応
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
事
柄
に
つ
い
て

r

昨
年
七
月
に
「
文
化
の
時
代
に
対
処
す
る
我
州
国
文

化
振
興
の
当
面
の
重
点
方
策
に
つ
い
て
」
と
題
す
る

提
言
を
行
っ
た
。
へ
『
後
、
本
会
議
に
お
け
る
議
論
な

ど
も
踏
ま
え
つ
つ
、
文
化
振
興
施
策
の
一
層
の
充
実

を
図
る
。

さ
ら
に
、
広
く
国
民
炉
芸
術
文
化
に
親
し
み
、
自

ら
の
手
で
新
し
い
文
化
を
創
造
し
て
い
け
る
基
盤
を

整
備
し
て
い
く
た
め
、
平
成
二
年
三
月
末
、
政
府
出

資
金
五

0
0億
円
と
一

(
]
0億
円
を
目
途
と
す
る
民

間
拠
出
金
を
も
っ
て
創
設
さ
れ
た
芸
術
文
化
振
興
基

卑
は
、
そ
の
運
用
益
に
よ
り

r

多
彩
な
芸
術
文
化
活

い
る
。

閻
第
二
墨
立
劇
場
（
仮
蔀
）
の
整
備
促
違
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文
敦
籠
策
の
進

発
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
応
し
た

地
域
の
文
化
振
興
施
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
こ
た
え
、
ソ
フ
ト
面
の
施
策
で
は
、
オ
ー
ケ

ス
ト
竺
演
劇
r

オ
ペ
ラ
等
の
文
化
翼
点
形
成
の
モ

デ
ル
と
し
て
、
「
新
文
化
拠
点
推
進
事
業
」
を
祈
た

に
実
籠
し
、
特
色
あ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
文
化
活
動
の

誰
進
地
域
の
文
化
団
体
の
育
成
等
を
図
る
と
同
時

に
、
「
地
域
文
化
振
興
特
別
捏
進
事
業
」
を
引
き
続

き
実
施
す
る
。

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
優
れ
た
芸
術
の
鑑
隻
の
機

会
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
ど
も
芸
術
劇
場
等
の
舞
台

芸
術
の
巡
回
公
演
、
美
術
作
品
の
巡
回
展
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
同
時
に
、
固
民
一
般
が
行
っ
て
い
る

文
化
活
動
の
全
国
的
な
発
表
の
場
で
あ
る
「
国
民
文

化
祭
」
を
一

0
月
二
四
日
か
ら
―
一
月
三
日
ま
で
石

川
県
で
、
高
校
生
に
よ
る
芸
術
文
化
活
動
の
総
合
的

な
発
表
の
場
で
あ
る
「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
」
を
八
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
沖
綱
県
て
そ
れ
ぞ

れ
引
き
続
き
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
国
民
の
多
様
な
文
化
に
対
す
る
要
望
に
こ

た
え
、
文
化
財
や
地
域
の
文
化
活
動
に
関
す
る
情
報

を
国
民
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
更
に
推
進
す
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
芸
術
文
化
の
向
上
と
国
際
文
化
交
流
の

推
進
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
国
民
文
化
国

際
交
流
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
伝
統
的
文

化
活
動
の
国
際
化
事
業
を
新
た
に
実
施
す
る
な
ど
拡

充
し
て
実
施
し
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
文
化
の
国
際
交

流
の
一
層
の
活
性
化
を
推
進
す
る
。

ハ
ー
ド
面
の
施
策
で
は
、
地
域
に
お
け
る
質
の
高

以
下
、
平
成
四
年
度
に
お
け
る
施
策
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。

芸
術
創
作
活
動
の
淮
進

芸
術
は
文
化
の
精
華
で
あ
り
、
芸
術
活
動
が
ど
の

よ
う
に
展
闘
さ
れ
て
い
る
か
は
そ
の
国
の
文
化
の
水

準
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

文
化
庁
に
お
い
て
は
、
芸
術
創
造
活
動
を
積
極
的

に
進
め
て
い
く
た
め
、
従
来
か
ら
芸
術
家
に
意
欲
的

な
発
表
の
機
会
を
与
え
る
た
め
の
「
芸
術
祭
」
を
開

催
し
、
ま
た
、
我
が
国
の
中
該
的
な
芸
術
関
係
団
体

の
行
う
定
期
公
演
等
基
幹
的
事
業
に
つ
い
て
、
「
民

間
芸
術
等
振
興
費
補
助
金
」
に
よ
り
助
成
を
行
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
昭
和
六
一
年
崖
以
降
六
三

年
度
ま
で
の
間
に
、

1

日
米
舞
台
芸
術
交
流
事
業
」
、

「
優
秀
舞
台
芸
術
公
襖
奨
励
」
、
＇
「
芸
術
活
動
特
別
椎

進
事
業
」
と
い
っ
た
多
彩
な
援
助
事
業
を
攻
々
に
隅

応
よ
る
創
炉
IF
作
品
の
上
慨
等
優
れ
た
菩

コ

用
ホ
ー
ル
や
演
劇
専
用
劇
場
な
ど
、
音
響
、
舞
台
設

備
等
に
お
い
て
高
度
の
機
能
を
備
え
た
ジ
ャ
ン
ル
別

専
用
ホ
ー
ル
を
新
た
に
整
備
す
る
と
同
時
に
、
地
域

住
民
の
文
化
活
動
の
場
と
な
る
公
立
文
化
会
館
の
整

備
を
引
き
続
き
進
め
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
平
成
四
年
度
に
お
い
て
は
、

芸
術
家
と
一
体
と
な
っ
て
芸
術
創
作
活
動
を
支
え
て

い
る
文
化
会
館
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
担
当
者
の
資
質

の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
地
域
の
公
立
文
化
会
館
に

お
い
て
管
理
渥
営
や
事
業
の
企
画
に
携
わ
る
職
員
を

対
象
に
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
が
実
施
す
る
養

成
研
修
事
業
に
対
す
る
援
助
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る。
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
現
代
舞
踊
、

現
代
演
劇
等
我
が
園
現
代
舞
台
芸
術
の
創
造
、
振
興

及
び
普
及
を
図
る
た
め
設
立
さ
れ
る
第
二
国
立
劇
場

（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、
殷
置
者
で
あ
る
特
殊
法
人

日
本
芸
術
文
化
振
興
会
と
隣
接
す
る
地
権
者
が
共
同

し
ご
第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
及
び
そ
の
周
辺
を

第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
立
地
に
ふ
さ
わ
し
い
文

化
的
な
雰
囲
気
の
あ
る
街
区
と
す
る
た
め
、
都
市
計

画
法
上
の
特
定
街
区
制
度
を
導
入
し
て
一
体
的
に
整

備
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
四
年
二
月
に
東
京
都
に
お

い
て
特
定
街
区
の
都
市
計
画
決
定
が
行
わ
れ
た
。

今
後
は
、
所
要
の
手
続
き
を
経
て
こ
の
春
に
も
建

設
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
り
、
エ
期
と
し
て
は

約
四
年
半
を
要
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

(~1) 
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国
語
審
議
会
は
、
昭
和
四
一
年
六
月
の
文
部
大
臣

諮
問
を
受
け
て
以
来
、
平
成
三
年
二
月
ま
で
、
二
五

年
に
わ
た
り
、
戦
後
国
語
施
策
の
見
直
し
に
つ
い
て

審
議
し
、
所
要
の
答
申
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
内
閣
告
示
。
訓
令
と
し
て
実
施
に
移
さ

礼
た
。平

成
三
年
九
月
に
発
足
し
た
第
一
九
期
国
語
審
謬

会
に
お
い
て
は
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
諮
問

は
受
け
ず
、
現
代
の
国
語
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
そ
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
国
語

施
策
の
上
で
そ
れ
ら
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
け
ば
よ
い
か
を
総
合
的
に
審
議
し
て
い
る
。

ま
た
、
美
し
く
豊
か
な
言
葉
を
普
及
す
る
た
め
、

冊
子
と
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
作
成
。
配
布
し
｀
．
図
語
に

関
す
る
認
識
を
深
め
、
国
語
を
大
切
に
す
る
意
識
を

高
め
て
い
く
。

近
年
、
国
際
交
流
の
進
展
に
伴
い
、
国
内
外
に
日

本
語
学
習
者
が
増
大
し
、
そ
の
学
習
目
的
も
多
様
化

し
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る

た
め
、
日
本
語
教
育
機
関
の
実
態
調
査
を
行
う
と
と

日
本
語
放
育
指
蒻
者
に
対
す
る
研
究
協
議
会

新
た
に
宗
老

法
人
情
報
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
宗
務
時
報
及
び

宗
教
年
鑑
を
発
刊
し
て
い
る
。

平
成
四
年
度
に
は
、
宗
教
法
人
の
認
証
事
務
の
指

導
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
宗
教
法
人
の
事
務

指
導
の
た
め
の
事
冽
集
を
作
成
し
、
宗
教
法
人
の
管

理
運
営
の
一
層
の
適
正
化
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

文
化
財
は
、
我
が
国
の
屈
史
、
文
化
等
の
正
し
い

理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
適
切
な
保
存
・
活
用
を
図
る
こ

と
は
極
め
て
菫
要
な
こ
と
で
あ
る
。

文
化
庁
で
は
、
文
化
財
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
重

要
文
化
財
、
史
跡
名
膀
天
然
記
念
物
、
重
要
無
形
文

化
財
、
重
要
有
形
（
無
形
）
民
俗
文
化
財
と
し
て
指

定
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
、
選
定
保
存

技
術
と
し
て
選
定
す
る
と
と
も
に

r

そ
れ
ら
の
文
化

財
に
関
し
て
、
有
形
の
文
化
財
の
場
合
は
そ
の
保
存

修
理
、
買
上
げ
等
に
対
し
、
ま
た
、
無
形
の
文
化
財

の
場
合
は
そ
の
伝
承
者
の
養
成
、
記
録
の
作
成
等
に

対
し
補
助
等
を
行
い
、
そ
の
保
設
に
必
要
な
措
置
を

謡
じ
て
い
る
。

平
成
四
年
度
に
は
、
国
の
政
策
と
し
て
大
規
模
な

開
発
が
計
画
さ
れ
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
の
緊
急
買

（
文
化
財
保
讀
施
策
の
充
実

巳
著
作
櫂
施
策
の
推
進

の
開
催
、
日
本
語
教
育
指
導
方
法
の
改
善
の
た
め
の

調
査
研
究
等
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
中
国
帰
国
者
に
対
す
る
日
本
語
教
育
に
つ

い
て
も
、
教
材
の
作
成
・
配
布
、
日
本
語
指
導
者
に

対
す
る
研
修
会
。
研
究
侃
議
会
等
を
実
施
し
、
そ
の

充
実
に
努
め
る
。

著
作
権
審
議
会
は
、
近
年
の
録
音
・
録
画
機
器
の

開
発
普
及
に
伴
う
私
的
録
音
・
録
画
の
増
大
に
よ
り
、

音
楽
や
映
画
等
の
著
作
櫂
者
を
は
じ
め

r

｛
央
演
家
や

レ
コ
ー
ド
製
作
者
の
経
済
的
利
益
を
保
護
す
る
た
め

に
一
定
の
補
償
措
置
（
い
わ
ゆ
る
報
酬
請
求
櫂
制
度
）

を
請
ず
る
必
要
が
あ
る
旨
の
報
告
書
を
ま
と
め
、
昨

年
末
公
表
し
た
。
こ
の
問
題
は
、
昭
和
五
二
年
以
来
f

検
討
を
続
け
て
き
た
も
の
で
、
こ
の
た
び

r

関
係
者

間
の
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
f
ま
た
、
国
際
的
動

向
の
観
点
か
ら
も
、
な
ん
ら
か
の
補
償
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
先
進
詰
図
の
大
勢
で
も
あ
り
、
ベ
ル
ヌ
条

約
等
に
照
ら
し
て
も
必
要
な
措
置
て
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
制
度
の
創
殷
を
提
言
し
た
も
の
で
あ
る
c

こ
の
制
度
は
、
直
接
、
権
利
者
が
ユ
ー
ザ
ー
か
ら

個
別
に
補
償
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

従
来
の
方
法
と
異
な
り
、
録
音
・
録
画
楓
器
又
は
根

材
（
生
テ
ー
プ
等
）
の
販
売
に
際
し
て
、
一
定
の
補

僅
分
を
上
乗
せ
し
て
、
メ
ー
カ
ー
を
通
じ
て
橙
利
者

に
捕
償
金
を
支
払
う
も
の
で
あ
る
。
捕
償
筵
の
最
終

上

げ

や

、

国

の

政

治

・

経

済

・

社

会

文
化
の
中
心
と
し
て
機
能
し
て
い
た
国
分
寺
・
国
府

等
の
史
跡
等
を
地
域
の
中
核
史
跡
と
し
て
整
備
・
活

用
す
る
た
め
買
上
げ
及
び
整
備
を
一
体
的
に
推
進
す

る
「
地
域
中
核
史
跡
等
整
備
特
別
事
業
」
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
f
発
掘
調
査
の

充
実
に
加
え
、
発
掘
調
査
に
伴
っ
て
検
出
さ
れ
る
出

上
文
化
財
の
管
理
。
保
管
等
を
行
う
た
め
の
「
出
土

文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
」
建
設
に
対
し

r

新
た
に
補

助
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

重
要
文
化
財
建
造
物
に
つ
い
て
は
、
東
京
神
田
二

コ
ラ
イ
堂
の
特
殊
保
存
修
理
事
業
を
f
重
嬰
文
化
財

美
術
工
芸
品
に
つ
い
て
は
、
太
宰
府
天
灌
宮
古
文
書

の
保
存
修
理
事
業
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

う
ち
延
焼
の
危
険
性
が
高
い
地
区
に
対
す
る
防
災
施

設
整
備
事
業
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
江
戸
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
和

風
建
築
の
基
礎
資
料
を
収
集
す
る
「
近
代
和
風
建
築

総
合
闊
査
」
や
我
炉
国
の
近
代
化
の
軌
跡
を
示
す
有

形
・
無
形
の
遺
産
を
対
象
と
し
て
、
文
化
財
と
し
て

保
護
す
べ
き
範
囲
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
調
査
・
保

存
・
活
用
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
を
策
定
す
る
た
め

の
「
近
代
化
遣
産
保
存
対
策
調
査
研
究
」
を
新
た
に

行
う
予
定
で
あ
る
。

国
立
博
物
館
に
お
い
て
は
、
平
成
四
年
度
に
「
創

立
百
二
十
年
記
念
名
品
展
」
（
東
京
同
立
博
物
館
）
、

「
か
な
の
美
」
（
京
都
同
立
博
物
館
）
、
「
密
教
工
芸
ー

神
秘
の
か
た
ち
」
、
「
正
倉
院
展
」
（
奈
良
国
立
博
物

館
）
等
の
特
色
あ
る
展
覧
会
を
開
催
す
る
。
ま
た
、

文
化
財
保
護
に
関
す
る
国
際
交
流
事
業
と
し
て
は
、

従
来
の
文
化
財
の
保
存
修
復
に
関
す
る
専
門
家
の
派

遣
。
招
へ
い
、
中
国
敦
儘
文
化
財
保
存
修
復
へ
の
協

カ
事
業
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
文
化
財
建
造
物
に
対

す
る
保
存
修
復
協
力
事
業
、
ア
ジ
ア
諸
国
博
物
館
。

美
術
館
研
究
協
力
事
業
、
日
本
古
美
術
品
の
保
存
修

復
を
含
む
、
米
国
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
研
究
機
構
と
の

国
際
研
究
交
流
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
和
紙
を
用
い

た
保
存
修
復
技
術
研
修
事
業
や
ロ
シ
ア
連
邦
の
パ
ジ

リ
ク
文
化
古
墳
群
に
関
す
る
共
同
研
究
を
新
た
に
行

う
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
優
れ
た
文
化
財
を
外
国
に
紹
介

し
、
日
本
の
犀
史
。
文
化
に
対
し
理
解
を
深
め
る
た

め
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
研
究
機
構
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館

に
お
い
て
「
古
代
の
日
本
展
」
を
行
う
な
ど
日
本
古

美
術
品
の
海
外
展
を
文
化
庁
主
催
で
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。

四
国
際
交
流
事
業
の
誰
進

宗
務
行
政
に
つ
い
て
は

r

宗
教
法
人
の
展
則
等
の

認
罰
、
都
道
府
県
に
お
け
る
阿
証
事
務
に
対
す
る
指

導
、
宗
教
法
人
の
管
理
選
営
の
適
正
化
を
筐
る
た
め

あ
る
国
立
蘭
楊
佗
施
設

の
老
朽
化
に
対
処
す
る
た
め
｀
．
音
響
装
置
等
の
改
修

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

(3) 

宗
醗
行
政
の
饂
進

（
国
語
施
策
の
雄
進

食
担
者
は
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
一
般
回
民
で
あ
り
、
理

解
を
得
る
た
め
、
今
後
、
著
作
権
思
想
の
一
層
の
普

及
が
重
要
で
あ
る
。

現
在
、
補
償
額
や
徴
収
方
法
等
の
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
関
係
者
の
協
議
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
訊
ら

が
確
定
し
た
後
に
、
著
作
権
法
の
改
正
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

他
方
、
近
年
、
著
作
権
問
題
に
係
る
日
米
等
の
二

国
間
交
渉
、
多
国
間
交
渉
や
先
進
諸
国
と
発
展
途
上

匪
間
に
お
け
る
著
作
権
問
題
な
ど
国
際
的
な
ハ
ー
モ

ナ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
を
目
指
し
た
連
絡
調
整
や
協
直
協

ヵ
州
璽
要
に
唸
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
、
ガ
ッ
ト

5

ウ
ル
グ
ア
イ
。
ラ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
レ
コ
ー
ド
：
ン

ン
タ
ル
の
権
利
に
関
す
る
交
渉
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
国
際
的
著
作
権
問
題
の
複
雑
化
に
適
切

に
灼
応
し
て
い
く
た
め
に
、
企
画
圏
査
室
を
発
展
的

に
解
消
し
、
国
際
著
作
権
室
を
設
置
し
た

C

こ
の
ほ
か
、
現
在
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
創
作
物
に
関

す
る
著
作
櫂
問
題
や
、
ニ
ュ
ー

6

メ
デ
勺
ア
な
ど
の

技
術
革
新
に
伴
う
新
た
な
芸
作
権
問
題
に
つ
い
て
も
、

著
作
権
審
議
会
で
種
々
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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♦ 
教育メディア

の
新たな展開

●
次
号
(

5

月
号
）
目
次

♦
巻
頭
言

文

字

の

文

化

・

絵

の

文

化

[

天

野

郁

夫

♦
座
談
会

教
育
メ
デ
ィ
ア
の
新
た
な
展
開

（
出
席
者
）
中
野
照
海
／
畑
恵
／
柴
田
恒
郎

松
田
賓
／
（
司
会
）
銭
谷
興
美

♦
論
文

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に

涙

し

た

こ

と

は

あ

る

か

浜

野

保

樹

生
涯
学
習
情
報
提
供
と
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

山
本
恒
夫

メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
新
し
い
教
育
一
異
治
元
郎

◆
エ
ッ
セ
イ

心

を

育

て

る

教

育

を

め

ざ

し

て

井

深

大

●

事

例

紹

介

北

海

道

情

報

大

学

ほ

か

人

・

こ

の

道

辻

村

明

教
育
・
文
化
と
地
域
づ
く
り
佐
賀
県
西
有
田
町

郷

土

に

生

き

る

教

育

家

群

伯

新

潟

県

▽
今
月
号
は
、
例
年
年
度
当
初
の
号
で

特
集
し
て
い
る
文
教
施
策
を
総
合
的
に

展
望
す
る
、
文
教
施
策
の
進
展
1
平
成

四
年
度
の
展
望
ー
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

今
年
は
、
我
が
国
の
近
代
教
育
制
度
の

基
礎
と
な
っ
た
「
学
制
」
が
明
治
五
年

九
月
五
日
に
発
布
さ
れ
て
か
ら
、
ち
ょ

う
ど
ご
一

0
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の

間
、
我
が
国
の
教
育
は
、
国
民
の
不
断

の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
、
著
し
い
普
及

発
展
を
遂
げ
、
今
日
の
社
会
、
経
済
、

国
民
生
活
、
文
化
な
ど
の
発
展
向
上
に

大
き
く
寄
与
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

近
年
、
時
代
は
大
き
く
進
展
す
る
と
と

も
に
我
が
国
の
社
会
も
大
き
く
変
化
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
昨
年
度

は
、
中
央
教
育
審
議
会
、
大
学
審
議
会

等
か
ら
重
要
な
答
申
や
報
告
が
相
次
い

編

集

で
出
さ
れ
ま
し
た
。

▽
特
集
で
は
、
こ
れ
ら
の
答
申
、
報
告

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
所
管
の
局
課
が
執

筆
い
た
し
ま
し
た
具
体
的
な
諸
施
策
を

通
じ
て
、
文
教
施
策
全
体
の
姿
を
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
新
学
年
を
迎
え
、
入
学
や
ク
ラ
ス
替

え
な
ど
に
よ
り
、
何
か
と
せ
わ
し
い
毎

日
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
児
童
生
徒

が
早
く
学
校
や
ク
ラ
ス
の
生
活
に
慣
れ
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
充
実
し
た

日
々
が
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

(

s

.

K

)

お
詫
ぴ
と
訂
正
二
月
号
の
事
例
紹
介
「
N
H

K
の
新
人
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
研
修
」
中
、
以
下
の

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

三
三
頁
下
段
r
諏
す
れ
ば
」
d
冨
血
敲
す
れ
ば
」

三
四
頁
中
段
「
婉
曲
化
」
↓
「
婉
曲
化
’
i

同
写
真
説
明
中
「
山
口
」
↓
r
山
本
」

三
五
頁
下
段
「
ニ
・
七
％
」
↓
「

-
0
．
七
％
」

『
読
者
か
ら
の
た
よ
り
』
欄
へ
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。
本
誌
を
読
ん
で
の
ご

感
想
、
ご
意
見
等
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
投
稿
規
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だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
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